
議
会
だより

福
井
県
美
浜
町
議
会

み
は
ま

秋
号

現地視察・全員協議会・町村議員研修会‥‥ 14

レガッタ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15

知っ得議会シリーズ⑩‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15

姉妹都市提携30周年記念事業 ‥‥‥‥‥‥ 16

編集後記‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16

9月定例会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2～3

9月補正予算概要・第4回臨時会 ‥‥‥‥ 4～5

常任委員会の動き‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6

一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7～11

議会と語ろう会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥12～13

35

No

織田神社例大祭

例大祭は５月１１日に行われ、神輿を担ぐ

青年の色襦袢（いろじゅばん）が特長で

昔からの伝統です。「王の舞」も子どもと

その父（太鼓）、祖父（鉾持ち）で奉納し

ます。（祭りシリ－ズ）
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山
口
町
長
が
今
期
限
り
で

退
任
を
表
明

28
年
度
の
一
般
会
計
歳
出
決
算
額
は

90
億
1
2
0
8
万
円
で
、
医
療
・
介
護

福
祉
関
係
等
の
特
別
会
計
の
歳
出
決
算

は
41

億

2
2
9
5

万
円
、
ま
た
、
上

水
道
事
業
会
計
で
2
億

6
4
7
6

万

円
の
出
費
と
な
り
、
歳
出
合
計
が

1
3
3
億
9
9
7
9
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
9
6
5
0
人
の
町
民
で
割
る
と
1

人
あ
た
り
約
1
3
8
万
8
千
円
使
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。（
一
般
会
計
で
は
1

人
あ
た
り
約
93
万
3
千
円
）
主
な
減
額
に

な
っ
た
要
因
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育

体
験
館
「
き
い
ぱ
す
」、
原
子
力
防
災
関

係
の
施
設
（
竹
波
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
・

美
浜
東
小
学
校
体
育
館
）
や
国
体
関
係
の

施
設
改
修
工
事
の
完
成
に
伴
い
前
年
比
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

9
月
の
補
正
予
算
で
は
4
億
2
3
5
1

万
円
が
追
加
さ
れ
、
主
な
補
正
は
5
ペ
ー

ジ
に
記
載
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
2
日
目
に
5
議
員
が
行

い
、
最
初
の
竹
仲
議
員
の
質
問
で
、
山
口

町
長
の
来
年
に
行
わ
れ
る
町
長
選
挙
の
出

馬
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
山
口
町
長

は
今
期
限
り
で
退
任
す
る
と
の
表
明
が
あ

り
ま
し
た
。
追
加
案
件
で
は
、
教
育
委
員

会
の
岸
上
厚
子
委
員
の
任
期
満
了
（
9
月

30
日
）
に
伴
う
新
委
員
の
任
命
同
意
を
求

め
る
議
案
が
あ
り
、
菅
浜
区
の
髙
木
和
彦

氏
が
任
命
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

9
月
定
例
会
が
9
月
5
日
か
ら
21
日
ま
で
の
17
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
9
月
議
会
は
前
年
度
の
決
算
を
認
定
す
る
議
会
で
、
平
成
29
年
度
一
般
会

計
の
支
出
決
算
は
90
億
1
2
0
8
万
円
で
前
年
比
10
億
6
1
4
9
万
円
の
減
額
と

な
り
、
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
と
上
水
道
事
業
会
計
（
企
業
会
計
）
も
決
算
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
9
月
の
補
正
予
算
も
上
程
さ
れ
、
追
加
案
件
で
教
育
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
う
任
命
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平成2 9年度歳入歳出決算を認定

9 月 定 例 会

・   

●

・   

●

・   

●

・   

●

・  

●

・
◆
・ 

● 

・ 

●  

・
●  

・
●  

・
●  

・
●  

・

9 月定例会の本会議

山口町長が退任を表明
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平成29年度　一般会計歳入歳出決算の認定

会　　計　　名 歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出差引額

診 療 所 事 業 特 別 会 計 1 億 3,349 万円 1 億 3,142 万円 207万円

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 14 億 4,328 万円 13 億 5,431 万円 8,897万円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 特 別 会 計 1 億 1,484 万円 1 億 1,443 万円 41万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
( 介 護 保 険 事 業 勘 定 )

11 億 9,538 万円 11 億 3,108 万円 6,430万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
( 介 護 サ ー ビ ス 事 業 勘 定 )

380 万円 380 万円 0

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1 億 2,776 万円 1 億 929 万円 1,847万円

集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計 2 億 1,691 万円 2 億 1,679 万円 12万円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 4 億 9,349 万円 4 億 9,329 万円 20万円

産 業 団 地 事 業 特 別 会 計 2 億 495 万円 2 億 239 万円 256万円

住 宅 団 地 事 業 特 別 会 計 6,238 万円 6,019 万円 219万円

道 路 用 地 取 得 事 業 特 別 会 計 3 億 6,548 万円 3 億 596 万円 5,952万円

合　　計 43 億 6,176 万円 41 億 2,295 万円 2億3,881万円

企　業　会　計 収　入　額 支　出　額 収入支出差引額

上 水 道 事 業 会 計
収 益 的 収 支 1 億 6,343 万円 1 億 5,926 万円 417万円

資 本 的 収 支 5,672 万円 1 億 550 万円 △ 4,878万円

※ 資本的収入額が資本的支出額に不足する額 4,878万円は、過年度及び当年度損益勘定留保資金で補填した。

平成29年度　特別会計別決算状況

平成29年度　企業会計決算状況

◎ 歳入の状況　　　　　　　　　　　　    （単位 : 万円、%）

款 平成 28 年度 平成 29 年度 比較増減 増減率 構成比

町 税 269,407 289,413 20,006 7.4 30.3

地 方 譲 与 税 5,360 5,335 △ 25 △ 0.5 0.6

利子割交付金 166 303 137 82.5 0.0

配当割交付金 471 616 145 30.8 0.0

株式等譲渡所
得 割 交 付 金

280 642 362 129.3 0.0

地 方 消 費
税 交 付 金

18,393 17,826 △ 567 △ 3.1 1.9

自 動 車 取 得
税 交 付 金

1,208 1,508 300 24.8 0.2

地方特例交付金 308 350 42 13.6 0.0

地 方 交 付 税 96,405 86,707 △ 9,698 △ 10.1 9.1

交通安全対策
特 別 交 付 金

101 87 △ 14 △ 13.9 0.0

分 担 金 及
び 負 担 金

11,767 12,671 904 7.7 1.3

使 用 料 及
び 手 数 料

8,826 9,300 474 5.4 1.0

国 庫 支 出 金 183,805 214,334 30,529 16.6 22.5

県 支 出 金 158,158 155,533 △ 2,625 △ 1.7 16.3

財 産 収 入 1,016 14,928 13,912 1,369.3 1.6

寄 附 金 13,053 15,789 2,736 21.0 1.7

繰 入 金 173,561 11,325 △ 162,236 △ 93.5 1.2

繰 越 金 42,302 45,679 3,377 8.0 4.8

諸 収 入 15,149 19,384 4,235 28.0 2.0

町 債 53,300 52,818 △ 482 △ 0.9 5.5

歳 入 合 計 1,053,036 954,548 △ 98,488 △ 9.4 100.0

◎ 歳出の状況　　　　　　　　　　　　    （単位 : 万円、%）

款 平成 28 年度 平成 29 年度 比較増減 増減率 構成比

議 会 費 9,458 9,145 △ 313 △ 3.3 1.0 

総 務 費 235,945 203,414 △ 32,531 △ 13.8 22.6 

民 生 費 142,132 143,177 1,045 0.7 15.9 

衛 生 費 125,532 122,132 △ 3,400 △ 2.7 13.6 

労 働 費 3,843 3,841 △ 2 △ 0.1 0.4 

農 林 水 産 業 費 75,272 84,643 9,371 12.4 9.4 

商 工 費 68,773 57,964 △ 10,809 △ 15.7 6.4 

土 木 費 104,835 105,013 178 0.2 11.6 

消 防 費 73,451 29,163 △ 44,288 △ 60.3 3.2 

教 育 費 132,784 101,643 △ 31,141 △ 23.5 11.3 

公 債 費 35,332 37,582 2,250 6.4 4.2 

災 害 復 旧 費 0 3,491 3,491 皆増 0.4 

歳 出 合 計 1,007,357 901,208 △ 106,149 △ 10.5 100.0 

◉平成29年度

　一般会計歳入歳出状況

平成29年度の一般会計と特別会計並びに上

水道会計（企業会計）の決算が認定されました。

前年度より10億6千万円の減額となりましたが、

過去10年間で3番目に大きい数字となりました。

詳細の内容は表のとおりです。
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平成30年度　一般会計9月補正予算の概要

歳出予算の内訳（主要事項）　  ● : 新規事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位 : 万円）

款 補正額 主要事項 金額 事業概要等

総 務 費 23,975 

● 健康楽膳拠点施設運営事業 675 
健康楽膳拠点施設の維持運営・管理に必要
な経費及び健康情報発信支援業務委託料等

財政調整基金積立金 23,300 
平成 29 度歳入歳出決算上生じた剰余金

（繰越金）の 1/2 を積立てる。

商 工 費 5,330 

企業誘致促進事業
（立地助成金・雇用促進奨励金）

5,150 
企業誘致条例に基づく立地助成金・雇用促進
奨励金の交付
北陸ヒーティング株式会社

敦賀半島西海岸ゾーン
整備事業

180 
地域資源を活用した観光振興と地域活性化を
目的とするイベント開催準備支援業務委託料

土 木 費 8,799 ● 道路除排雪機械購入補助金 600 
町道の除雪協力業者に対する道路除排雪機
械購入補助

30年度　一般会計補正予算（9月）　4億2,351万円を可決

補正後予算総額　85億278万円

９
月
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
４
億
２
３
５
1

万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
事
業
に
は
、

前
年
度
決
算
で
生
じ
た
剰
余
金
の
半
額
と
な
る

２
億
３
３
０
０
万
円
を
財
政
調
整
基
金
と
し
て

積
み
立
て
ま
し
た
。

そ
の
他
、
企
業
誘
致
促
進
事
業
や
除
雪
対
策

費
が
１
億
１
3
8
0

万
円
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

9
月
補
正
で
の
大
き
な
金

額
は
前
記
し
た
3
つ
の
事
業

が
約
8
割
を
占
め
ま
す
。
残

り
の
2
割
が
次
の
事
業
の
展

開
事
業
費
と
な
り
ま
す
。

総
務
費
で
は
、
国
体
に
間

に
合
わ
せ
て
プ
レ
オ
ー
プ
ン

し
た
健
康
楽
膳
拠
点
施
設

（
こ
る
ぱ
）
の
運
営
事
業
費

で
、
施
設
の
P
R
や
委
託

料
に
6
7
5
万
円
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

民
生
費
・
衛
生
費
で
は
、

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
の

繰
出
と
楽
膳
の
里
運
動
の
備

品
購
入
に
80
万
円
、
農
林
水

産
業
費
と
し
て
県
単
小
規

模
土
地
改
良
と
中
山
間
整

備
事
業
工
事
、
さ
ら
に
林
道

改
良
工
事
の
合
計
額
と
し
て

2
5
7
0
万
円
、
水
産
関
係

で
2
0
0
万
円
、
土
木
費
の

集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整

備
と
道
路
維
持
管
理
、
改
良

工
事
、
河
川
・
砂
防
工
事
の

合
計
と
し
て

2
5
5
3

万

円
を
補
正
し
ま
し
た
。

商
工
費
で
は
、
敦
賀
半
島

ゾ
ー
ン
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
準

備
委
託
と
し
て
1
8
0
万

円
、
教
育
費
全
般
で
8
6
4

万
円
、
災
害
復
旧
費
と
し
て

5
0
0
万
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
詳
細
は
表
の
と
お
り

で
、
主
な
事
業
の
写
真
を
掲

載
し
ま
し
た
。

２ 億 ３ ，３ ０ ０ 万 円 を 積 立

9 月 補 正 予 算 概 要
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 （単位 : 万円）

会　　計　　名 補正前の額 補正予算額
計

（補正後予算額）

一 般 会 計 807,926 42,351 850,277

特

別

会

計

診 療 所 事 業 特 別 会 計 15,185 15,185

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 118,049 2,590 120,639

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 特 別 会 計 12,058 12,058

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
( 介 護 保 険 事 業 勘 定 )

120,456 3,279 123,735

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
( 介 護 サ ー ビ ス 事 業 勘 定 )

1,010 1,010

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 21,284 21,284

集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計 16,645 16,645

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 52,792 52,792

産 業 団 地 事 業 特 別 会 計 894 894

住 宅 団 地 事 業 特 別 会 計 7,553 7,553

道 路 用 地 取 得 事 業 特 別 会 計 26,545 26,545

小　　　　計 392,471 5,869 398,340

《 企 業 会 計 》
上 水 道 事 業 会 計

30,640 30,640

合　　　　計 1,231,037 48,220 1,279,257

平成 30 年度　9 月補正予算会計別予算の状況

7
月
25
日
に
、
第
4
回
美
浜
町
議
会
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
「
平

成
30
年
度
美
浜
町
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
機

器
等
更
新
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
」
の

1
件
で
、
7
月
18
日
に
指
名
入
札
に
付
し

た
給
食
セ
ン
タ
ー
の
更
新
工
事
に
つ
い

て
、
落
札
業
者
や
工
事
内
容
に
関
す
る
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
本
会
議
に
お
い
て
、

請
負
契
約
を
締
結
す
る
採
決
が
行
わ
れ
、

全
員
賛
成
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第

４

回

臨

時

会

新築移設した北陸ヒーティング株式会社

美浜町健康楽膳拠点施設「こるぱ」プレオープン記念式典
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予
算
決
算

常
任
委
員
会

付
託
案
件
15
件

◎
平
成
29

年
度　

美
浜
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
町
の
財
政
状
況
】

問

軽
自
動
車
の
滞
納
が
3
・
5
%
あ
る
が
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
無
い
の
か
。

答

車
検
に
は
町
が
発
行
す
る
納
税
証
明
書

が
必
要
な
た
め
、
納
税
し
な
い
と
車
検

が
受
け
ら
れ
な
い
。
バ
イ
ク
な
ど
車
検
が
不

必
要
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
督
促
、
差
し
押

さ
え
等
で
対
応
し
て
い
る
。

問

物
件
費
、
委
託
費
の
増
加
は
今
後
も
増

え
て
良
い
の
か
。
歯
止
め
が
利
か
な
い

状
況
な
の
か
。

答

交
付
金
事
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度

化
・
転
換
理
解
促
進
事
業
等
に
よ
り
、

多
く
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
度
は

増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

問

委
託
費
と
し
て
、
太
陽
光
や
風
力
発
電

の
調
査
事
業
に
3
〜
4
千
万
円
掛
け
て

い
る
が
、
地
元
業
者
に
出
来
な
い
の
か
。

答

地
元
業
者
が
一
番
良
い
と
考
え
る
が
、

難
し
い
業
務
委
託
と
な
る
の
で
東
京
の

業
者
と
な
る
。

問

将
来
負
担
比
率
の
推
移
だ
が
、
1
0
0

を
切
っ
て
ほ
し
い
が
、
目
標
設
定
は
ど

う
か
。

答

下
が
る
か
即
答
は
出
来
な
い
。
税
収
等

の
結
果
に
よ
っ
て
変
わ
る
が
、
努
力
は

し
て
い
き
た
い
。

問

町
づ
く
り
基
金
が
、
平
成
20
年
の
時
は

14
億
円
あ
っ
た
が
2
億
円
ま
で
に
な
っ

た
。
今
後
の
積
立
の
状
況
・
考
え
方
は
ど
う
か
。

答

住
宅
団
地
の
造
成
な
ど
に
使
っ
て
お
り
、

今
後
売
上
げ
を
基
金
に
戻
し
て
い
く
。

【
歳
出
】

（
総
務
費
）

問

公
共
交
通
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ

い
て
、
問
題
点
は
上
が
っ
て
い
な
い
か
。

答

主
な
利
用
者
で
あ
る
高
齢
者
や
高
校
生

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
要
望
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う

改
善
に
努
め
て
お
り
、
公
共
交
通
会
議
に
お

い
て
も
同
じ
く
改
善
に
向
け
た
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

問

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験
館
の
事
業

で
追
尾
式
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
し

た
が
、
施
設
に
寄
与
し
て
い
る
の
か
、
現
状

を
伺
い
た
い
。

答

日
中
、
晴
天
の
場
合
、
施
設
の
使
用

電
力
量
の
全
て
を
賄
え
る
と
い
う
状

況
で
あ
る
。
曇
天
や
雨
の
日
は
、
相
当
発
電

電
力
量
は
落
ち
る
が
、
全
体
で
は
余
剰
電
力

も
あ
る
。

（
民
生
費
）

問

保
育
園
の
維
持
管
理
事
業
で
、
病
気
の

子
ど
も
で
は
な
く
、
保
護
者
が
病
気
に

な
っ
た
時
に
そ
の
子
ど
も
を
見
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
こ
の
保
育
士
の
非
常
勤
の
場
合
は

こ
う
い
う
方
を
予
測
し
て
入
れ
た
の
か
、
そ

れ
と
も
園
の
運
営
に
関
し
て
入
れ
て
お
い
て

対
応
出
来
る
よ
う
に
し
た
の
か
、
ど
の
よ
う

な
意
味
を
持
つ
の
か
。

答

現
在
、
40
人
程
度
の
非
常
勤
の
方
が

い
る
。
理
由
の
一
つ
と
し
て
は
、
平

成
27
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
に
伴
い
、
標
準

の
保
育
時
間
が
11
時
間
に
な
り
、
朝
の
7
時

半
か
ら
18
時
半
ま
で
が
標
準
保
育
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
正
規
職
員
以
外
の
方
が
必
要
と

な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
2
つ
目
に
、
美
浜
町

で
は
手
厚
い
保
育
を
し
て
い
る
関
係
で
、
例

え
ば
、
5
歳
児
の
場
合
、
国
の
基
準
は
30
人

に
1
人
の
と
こ
ろ
、
気
が
か
り
な
児
童
等
の

対
応
に
30
対
1
で
は
な
く
30
対
2
、
あ
る
い

は
3
と
い
う
形
で
保
育
士
を
充
実
さ
せ
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
部
分
で
保
育
士
を
確
保
し

て
い
る
。

（
衛
生
費
）

問

廃
棄
物
処
理
事
業
の
広
域
化
事
業
だ

が
、
処
分
場
の
計
画
を
委
託
し
て
ど
う

な
っ
た
の
か
。

答

最
終
処
分
場
に
関
す
る
事
業
を
敦
賀
市

に

業

務

委

託

し

て

い

る

が
、

1
1
0
5
万
円
計
上
し
て
い
る
。
内
訳
は
、

施
設
の
基
本
設
計
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

用
地
の
測
量
、
物
件
補
償
を
29
年
度
に
実
施

し
て
い
る
。
地
権
者
と
交
渉
中
な
の
で
今
は

内
容
の
公
表
は
出
来
な
い
。

（
農
林
水
産
業
費
）

問

機
構
集
積
支
援
事
業
だ
が
、
農
地
中
間

管
理
機
構
が
出
来
た
こ
と
に
よ
り
、
美

浜
町
の
農
地
集
積
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

答

平
成
29
年
度
末
で
47 

%
、
県
下
第
4

位
と
な
っ
て
い
る
。

（
商
工
費
）

問

三
方
五
湖
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
で
、
遊
覧

船
導
入
の
可
能
性
調
査
に
1
8
2
5
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
遊
覧
船
の
導
入
は

町
の
観
光
経
済
に
と
っ
て
有
効
性
が
あ
る
の
か
。

答

平
成
29
年
度
か
ら
30
年
度
も
実
施
す
る

方
向
で
可
能
性
調
査
を
進
め
て
い
る
。

ソ
ー
ラ
ー
船
が
電
動
モ
ー
タ
ー
を
主
軸
に
動

く
の
か
等
を
検
討
し
て
き
た
。
町
の
観
光
に

と
っ
て
有
効
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
梅
津
記
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

今
回
は
、
両
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

が
無
か
っ
た
た
め
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会

で
は
「
空
き
家
対
策
」
に
関
す
る
研
修
会
を
開

き
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
美
浜
創
生
戦
略

課
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
町
内

の
空
き
家
の
現
状
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
議
題
に
関

し
て
は
、
11
月
の
「
議
会
と
語
ろ
う
会
」
に
お

い
て
意
見
交
換
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
今
年
度
か

ら
新
た
に
始
ま
っ
た
「
げ
ん
げ
ん
歩
楽
寿
（
ぷ

ら
す
）
運
動
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
健

康
づ
く
り
課
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

今
ま
で
の
取
組
み
を
踏
ま
え
た
第
2
期
「
健

康
み
は
ま
21
後
期
計
画
」
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
食
プ
ラ
ス
運
動
の
環
境
づ
く
り
の
計
画

と
実
践
活
動
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
動
き



一 般 質 問
9 月定例会では 5人の議員が一般質問に立ち、

町行政のあり方について、問いただしました。

質問、返答については質問者の文責で掲載して

います。

山
口
町
長
次
期
町
長
選
の
再

出
馬
は
？

今
期
限
り
で
引
退
を
決
意

来
年
2
月
に
実
施
予
定
の
町
長

選
挙
に
再
出
馬
さ
れ
る
の
か
。

私
が
当
初
目
指
し
て
い
た
施
策

が
ほ
ぼ
達
成
し
た
。
年
齢
等
も

考
慮
し
な
が
ら
次
期
町
長
選
に
は
出
馬

し
な
い
。美

浜
町
の
今
後
の
課
題
は
な

に
か
。

人
口
減
少
、
少
子
化
問
題
が
最

大
の
課
題
で
あ
り
、
地
球
温
暖

化
に
よ
る
災
害
の
頻
発
に
対
す
る
対
策

も
必
要
。
ま
た
、
美
浜
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ

ラ
ン
の
推
進
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
が
重
要
と
考
え
る
。

美

浜

町

の

人

口

は

現

在
、

9
6
4
2
人
と
減
少
が
進
行
し

て
い
る
。
今
後
、
近
隣
市
町
と
の
合
併

や
連
携
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

当
面
は
合
併
の
必
要
性
は
な
い

が
、
近
隣
市
町
と
の
共
同
化
は

必
要
と
考
え
る
。
従
来
か
ら
取
組
ん
で

い
る
若
狭
町
と
の
十
分
な
意
思
疎
通
を

は
か
り
な
が
ら
、
敦
賀
市
と
の
連
携
を

強
め
て
行
く
必
要
性
を
感
じ
る
。

今
後
の
町
政
を
ど
の
方
に
託
し

た
い
と
思
う
か
。
名
前
の
公
表

は
で
き
な
い
か
。

名
前
の
公
表
は
で
き
な
い
が
、

大
き
な
柱
を
継
続
し
て
、
今
ま

で
の
町
政
を
推
進
し
て
い
だ
け
る
方
を

応
援
す
る
。

耳
河
川
の
老
朽
化
が
進
行
、

対
策
は
大
丈
夫
？

知
事
、
関
係
機
関
に
毎
年
要
望
、

パ
ト
ロ
ー
ル
も
実
施

近
年
の
台
風
で
耳
河
川
の
崩
落
、

崩
壊
が
続
出
し
て
お
り
、
ま
た
、

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。
壊
れ
て
か

ら
直
す
事
後
保
全
対
策
で
大
丈
夫
か
。

耳
河
川
の
維
持
管
理
は
県
が
主

体
的
に
行
っ
て
お
り
、
そ
こ
に

は
毎
年
要
望
を
し
て
い
る
。

現
在
11
ヶ
所
の
災
害
復
旧
を
実

施
し
て
お
り
、
未
実
施
の
松
屋

の
山
の
斜
面
崩
落
に
つ
い
て
は

早
急
に
対
応
す
る
。

今
年
7
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害

に
お
い
て
、
各
所
で
砂
防
ダ
ム

が
崩
壊
し
甚
大
な
被
害
が
出
た
。
耳
川

上
流
に
も
数
多
く
の
治
山
堰え

ん

堤て
い

や
砂
防

堰
堤
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
が
土

石
で
満
杯
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
本

当
に
大
丈
夫
な
の
か
。

堰
堤
が
満
砂
状
態
で
も
一
時
的

に
貯
蔵
す
る
機
能
調
整
が
で
き

る
。
ま
た
、
粟
柄
砂
防
堰
堤
は

5
年
に
1
度
機
能
調
査
を
実
施
し
、
異

常
な
し
の
結
果
が
出
て
い
る
。
次
回
は

平
成
32
年
に
調
査
予
定
で
あ
る
。

全
国
的
に
異
常
気
象
が
続
い
て

お
り
、
予
想
を
は
る
か
に
超
え

る
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
堰
堤
の
崩

壊
防
止
の
た
め
、
堆
積
土
砂
を
長
期
に

わ
た
り
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

す
る
な
ど
の
対
策
が
必
要

と
考
え
る
が
。

耳
河
川
は
県
土
木
管
理
で
あ
り
、

県
の
回
答
は
堰
堤
の
本
来
機
能

は
保
た
れ
て
お
り
、
浚
渫
の
予

定
は
な
い
。

行
政
の
第
一
使
命
で
あ
る
生
命

と
財
産
を
守
る
観
点
か
ら
、
毎

年
2
0
0
0
万
円
程
度
を
捻
出
し
、
美

浜
町
自
ら
浚
渫
を
行
え
な
い
か
。

美
浜
町
自
身
が
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
防
災
対
策
は
山
ほ
ど

あ
る
。
国
、
県
、
各
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ

の
役
目
と
し
て
行
う
べ
き
で
あ
り
、
国
、

県
に
は
引
き
続
き
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
く
。

美
方
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
光
回

線
へ
の
移
行
は
？

今
後
は
民
設
民
営
で
運
営
を
検
討

テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
通
信
環
境
は
飛
躍
的
に
進

化
し
て
い
る
。
美
方
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

環
境
は
時
代
遅
れ
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、

今
後
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

指
摘
の
よ
う
に
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
運

営
方
針
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

M
M
ネ
ッ
ト
の
今
後
は
ど
う
な

る
の
か
、
具
体
的
に
説
明
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

設
備
の
更
新
に
多
額
の
費
用
面

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
現
行
の

公
設
公
営
か
ら
民
設
民
営
へ
移

行
し
て
行
き
た
い
。
町
内
の
情
報
番
組
、

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
音
声
告
知
放
送
は

継
続
し
て
提
供
で
き
る
体
制
を
考
え
て

い
る
。

国
は
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
目
標
に
新
た
な
テ

レ
ビ
通
信
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
分
野
も
進
化
が
著
し
い
。

美
浜
町
の
通
信
環
境
も
そ
れ
に
乗
り
遅

れ
な
い
よ
う
に
、
早
急
な
対
応
を
お
願

い
す
る
。

土木建築
課長

竹仲 良廣 議員

7

町長町長町長

町長

町長

町長

問 問問

問問問

問 問
土木建築

課長

町長
企画政策

課長
意見 問問

土木建築
課長
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9 月定例会では 5人の議員が一般質問に立ち、

町行政について、問いただしました。質 問
町
の
防
災
対
策
の
現
状
を
問
う

10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
町
内
各

地
区
・
職
域
に
自
主
防
災
組

織
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
活
動
が
進

め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
組
織
の
育

成
強
化
が
差
し
迫
っ
た
課
題
と
言

え
る
が
、
町
内
で
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。自

助
・
共
助
・
公
助
の
立
場

か
ら
、
平
成
22
年
度
よ
り
各

地
区
へ
出
向
き
説
明
会
を
実

施
、
23
年
度
か
ら
町
が
経
費
を
負

担
す
る
補
助
制
度
を
創
設
し
て
き

た
。
現
在
、
町
内
で
は
18
の
組
織

が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
27
年
度
か

ら
は
、
県
主
催
の
リ
ー
ダ
ー
育
成

の
養
成
研
修
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
る
。　

学
校
な
ど
町
の
施
設
の
耐
震

化
は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
が
、

集
落
な
ど
の
施
設
の
耐
震
診
断
・
耐

震
対
策
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
集
落
の
セ
ン
タ
ー
を
避
難

所
と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
避
難
所

と
し
て
、
機
能
の
面
・
立
地
条
件
の

点
で
疑
問
を
持
た
れ
て
い
る
。
改
善

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

集
落
セ
ン
タ
ー
は
一
時
避
難

所
で
、
一
時
的
に
身
を
守
る

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
お

り
、
56
年
以
前
の
施
設
は
21
施
設

あ
り
、
6
施
設
が
診
断
を
受
け
た

が
現
在
改
修
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
な

い
。
国
の
交
付
金
制
度
を
活
用
し
、

集
落
セ
ン
タ
ー
の
集
会
所
耐
震
診

断
等
補
助
金
交
付
制
度
を
作
っ
て

あ
る
。
最
大
対
象
経
費
の
3
分
の

1
、
上
限
は
1
千
万
円
で
あ
る
。

こ
れ
を
町
が
補
助
す
る
公
共
施
設

等
整
備
補
助
金
交
付
制
度
を
設
け
、

耐
震
化
促
進
の
支
援
を
し
て
い
る
。

避
難
所
に
は
、
今
日
の
過
酷

な
気
象
条
件
等
を
考
慮
す
る

と
、
居
住
環
境
へ
の
配
慮
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
町
内
の
施
設
の
現
状

に
課
題
は
無
い
の
か
。
特
に
学
校
等

へ
の
手
当
て
は
急
務
で
あ
る
。

エ
ア
コ
ン
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
学
校
施
設
の
う
ち
教
室

は
さ
れ
て
い
る
。
東
小
体
育

館
と
総
合
体
育
館
は
整
備
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
他
の
体
育
館
は
無
い
。

施
設
の
利
用
方
法
、
国
等
の
今
後
の

施
策
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が

ら
、
必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

避
難
所
と
し
て
民
宿
・
ホ
テ

ル
・
空
家
の
持
ち
主
等
と
協

定
を
結
ん
で
お
き
、
普
段
か
ら
不

測
の
事
態
に
備
え
る
こ
と
も
必
要

か
と
考
え
る
。
町
の
取
組
状
況
を

聞
き
た
い
。

民
宿
・
ホ
テ
ル
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
今
後
観
光
協
会

と
も
連
携
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。
空
家
に
つ
い
て
は
、

選
定
と
所
有
者
の
理
解
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
活
用
が
す
ぐ
出
来
る
状

況
に
あ
る
か
が
課
題
に
な
る
と
考

え
る
。

道
の
駅
に
防
災
機
能
を
備
え

る
計
画
と
聞
く
が
、
ど
の
程

度
の
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

近
年
、
全
国
で
道
の
駅
が
防

災
機
能
の
一
端
を
担
う
例
が

増
え
つ
つ
あ
る
。
災
害
に
伴

う
帰
宅
困
難
者
等
の
緊
急
避
難
場
所

と
し
て
、
ト
イ
レ
・
食
糧
・
日
用
品

の
提
供
を
行
う
防
災
拠
点
に
と
の
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
計
画
を
策
定
し

た
い
。
断
水
時
で
も
使
用
可
能
な
ト

イ
レ
、
非
常
電
源
、
防
災
備
品
倉
庫

等
を
整
備
し
た
い
。

企
業
誘
致
と
地
場
産
業
の
育
成

に
つ
い
て

補
正
予
算
の
商
工
費
で
、
初

め
て
地
元
企
業
に
企
業
誘
致

条
例
が
適
用
さ
れ
た
。
地
元
企
業

育
成
の
今
後
の
方
向
や
適
用
指
針

な
ど
を
明
確
に
示
し
て
頂
き
た
い
。

工
場
等
の
新
設
に
対
す
る
企

業
立
地
助
成
金
は
、
も
ち
ろ

ん
町
内
に
立
地
す
る
企
業
が

増
設
し
た
り
移
設
し
た
り
す
る
場

合
も
助
成
の
対
象
と
な
る
。
申
請

時
の
サ
ポ
ー
ト
も
し
っ
か
り
し
て

い
き
た
い
。

朝
市
や
そ
の
他
で
も
地
場
産

品
の
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い

て
、
道
の
駅
で
も
商
品
が
足
り
る
の

か
な
ど
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
町
内

に
は
小
さ
な
農
家
が
多
く
、
趣
味
で

園
芸
さ
れ
て
い
る
方
も
沢
山
お
ら
れ

る
。
そ
の
生
産
物
の
有
効
活
用
と
道

の
駅
な
ど
で
の
品
不
足
を
同
時
に
解

消
出
来
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

が
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
必
要
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
。平

成
27
年
3
月
に
定
め
た
美

浜
町
農
業
基
本
計
画
を
も
と

に
、「
強
い
農
業
・
も
う
け
る

農
業
」「
生
き
が
い
づ
く
り
・
村
づ

く
り
農
業
」
の
2
つ
を
基
本
理
念
に

施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
集
荷
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
地
域
づ

く
り
拠
点
化
施
設
の
運
営
者
が
決
ま

り
次
第
、
集
荷
体
制
や
P
O
S
シ

ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
出
荷
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ

い
て
、
国
の
助
成
制
度
の
活
用
を
含

め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

エネルギー
政策課長

エネルギー
政策課長

エネルギー
政策課長

土木建築
課長

エネルギー
政策課長 問問

問

問問

問

兵庫 賢一 議員

商工観光
課長

農林水産
課長 問
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一 般質問、返答については質問者の

文責で掲載しています。

H 

19
年
度
版
の
改
訂
で
は
な
く
、

刷
新
が
必
要
だ
!
「
き
い
ぱ
す
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育

現
在
、
衰
退
す
る
原
子
力
産
業

の
人
材
育
成
、
人
員
の
確
保
の

た
め
の
教
育
な
ど
、
原
発
推
進
教
育
と

捉
え
ら
れ
な
い
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

改
善
す
る
べ
き
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

教
育
内
容
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
平
成

19
年
度
版
の
改
訂
で
は
な
く
、
刷
新
す

る
こ
と
が
必
要
だ
。

町
と
し
て
、
原
子
力
を
推
進
し

て
い
る
現
実
が
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
「
き
い
ぱ
す
」
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
環
境
」
で
は
な
く
、「
原
子
力
と
環
境
」

と
間
違
っ
て
捉
え
ら
れ
な
い
か
と
い
う

思
い
を
持
っ
て
い
た
。

「
き
い
ぱ
す
」
は
、
自
分
た
ち
の
生
活
や

地
球
の
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
得
る
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

そ
こ
で
、「
き
い
ぱ
す
」
は
原
子
力
発
電

に
特
化
し
て
学
ぶ
施
設
で
は
あ
り
ま
せ

ん
と
い
う
説
明
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
教
育
の
重

要
性
を
文
科
省
に
も
訴
え
て
き
た
。
た

し
か
平
成
33
年
と
言
わ
れ
た
と
思
う
が
、

文
科
省
か
ら
学
習
指
導
要
領
に
し
っ
か

り
盛
り
込
ん
で
い
く
と
い
う
回
答
を
得

て
い
る
。

経
済
的
交
流
に
発
展
さ
せ
、
地
域
振

興
に
役
立
て
る
べ
き
だ
!

美
浜
町
・

台
湾
石
門
区　

姉
妹
市
締
結
30
年

今
後
も
40
年
、
50
年
と
両
地
域

の
交
流
関
係
を
継
続
し
、
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
共
通
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
観
光
資
源
の
問
題
で
、

両
地
域
の
実
質
的
な
経
済
に
好
循
環
を

与
え
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

人
的
交
流
も
含
め
た
経
済
的
交
流
に
発

展
さ
せ
て
、
こ
の
取
り
組
み
を
お
互
い

の
地
域
振
興
に
役
立
て
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

例
え
ば
、
美
浜
町
と
石
門
区
が
お
互
い

に
物
産
品
を
販
売
し
た
り
、
P
R
で
き

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
必
要
だ
。

石
門
区
に
ウ
ー
ロ
ン
茶
を
持
っ

て
き
て
い
た
だ
い
て
販
売
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
継
続
は
出
来
な

か
っ
た
。
そ
う
い
う
方
向
性
を
念
頭
に

置
い
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
行
政
だ
け
で
は

出
来
な
い
の
で
、
民
間
団
体
か
ら
始
ま

る
の
が
一
番
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
で
死
傷
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
再
点
検
が
必
要
だ
!

学
校
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策

子
ど
も
の
安
全
が
最
優
先
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
学
校
で
、

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
数
多
く
存
在
し
、

放
置
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
重
大
で
あ
り
、

早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

廃
校
や
廃
園
に
な
っ
た
施
設
も
含
め
て
、

公
共
施
設
で
死
傷
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
再
点
検
が
必
要
だ
!

小
中
学
校
の
施
設
並
び
に
学
校

再
編
を
し
た
後
の
施
設
、
敷
地

を
点
検
し
た
と
こ
ろ
、
施
設
内

に
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
存
在
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
小
学
校
に
3
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
の
門
柱
が
あ
り
、
こ

の
安
全
性
に
つ
い
て
、
早
急
に
点
検
を

依
頼
し
て
い
る
。
危
険
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
も
の
に
関
し
て
は
、
撤
去
あ
る

い
は
補
強
す
る
。
ま
た
、
町
全
体
で
の

対
策
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

障
害
者
雇
用
促
進
法
は
、
数
合

わ
せ
を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
制

度
で
は
な
い
!

自
治
体
の
障
害

者
雇
用
の
不
適
切
な
算
入
処
理

国
の
多
く
の
中
央
官
庁
が
障
害

者
雇
用
率
を
水
増
し
偽
装
し
て

い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
。
地
方
自
治
体

で
も
同
様
の
水
増
し
偽
装
が
相
次
い
で

い
る
。
法
定
雇
用
率
を
定
め
た
障
害
者

雇
用
促
進
法
は
、
数
合
わ
せ
を
す
れ
ば

よ
い
と
い
う
制
度
で
は
な
い
。
数
字
を

見
る
だ
け
で
は
な
く
障
害
者
の
雇
用
実

態
や
労
働
環
境
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

美
浜
町
で
は
障
害
者
雇
用
率
の
水
増
し

偽
装
は
行
わ
れ
て
い
な
い
か
。

本
町
の
現
状
は
、
雇
用
す
る
障

害
者
の
実
人
数
は
2
人
。
そ
の

う
ち
の
1
人
は
、
こ
の
法
律
で
規
定
し

て
い
る
1
人
を
2
人
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

す
る
重
度
身
体
障
害
者
の
方
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
法
定
雇
用
者
数
の
3
人

を
満
た
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

水
増
し
偽
装
は
行
っ
て
い
な
い
と
確
認

し
て
い
る
。

河本 猛 議員

町長

町長

問

問

問
教育政策

課長

問総務
課長
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9 月定例会では 5人の議員が一般質問に立ち、

町行政について、問いただしました。質 問
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
大

雨
・
集
中
豪
雨
災
害
防
止
対

策
に
つ
い
て
問
う

自
然
災
害
に
は
土
砂
災
害
の
発

生
確
率
が
高
い
こ
と
か
ら
砂
防

提
の
建
設
が
各
地
区
山
間
部
の
谷
間

に
必
要
と
考
え
る
が
、
町
と
し
て
設

置
を
保
留
し
て
い
る
、
も
し
く
は
建

設
計
画
を
進
め
て
い
る
箇
所
を
お
聞

き
し
た
い
。

町
で
し
っ
か
り
ま
と
め
て
県
管

理
施
設
・
国
の
管
理
施
設
に
区

分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
要
望
し
て
い
る
。

農
林
水
産
省
管
轄
の
治
山
事
業

で
は
、
丹
生
、
竹
波
地
区
、
新

庄
の
奥
で
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
国
土
交
通
省
所
管
の
砂
防
提
に

つ
い
て
現
在
実
施
し
て
い
る
所
は
な

い
が
、
耳
川
、
佐
柿
区
か
ら
増
設
の

要
望
が
出
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

事
業
化
で
き
る
よ
う
県
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。

平
成
13
年
4
月
に
土
砂
災
害
防

止
法
が
制
定
さ
れ
、
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
指
定
と
し
て
17
年
度

に
は
県
内
7
0
0
0
箇
所
、
美
浜
町

内
2
2
0
箇
所
が
提
示
さ
れ
た
。
町

内
で
は
15 

%
の
箇
所
が
一
応
対
策
工

事
済
と
な
っ
て
い
る
が
、
近
年
の
危

険
個
所
と
対
策
実
績
は
ど
う
か
。

17
年
以
降
、
順
次
対
策
と
指
定

を
進
め
て
い
る
が
、
26
年
度
で

は
県
内
1
万
1
6
6
0
箇
所
、

町
内
3
8
6
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。

該
当
地
区
に
は
住
民
説
明
会
も
実
施

し
て
い
る
。
県
に
対
し
、
事
業
化
に

向
け
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

美
浜
町
小
学
校
再
編
3
年
経
過

後
の
総
括
と
し
て
結
果
を
問
う

美
浜
町
と
し
て
小
学
校
再
編
の

目
的
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

少
子
化
に
よ
り
児
童
数
が
年
々

減
少
し
て
い
く
状
況
を
踏
ま
え

て
、
本
町
の
児
童
が
よ
り
健
や
か
に

学
べ
る
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
に

再
編
に
踏
み
切
っ
た
。

集
団
の
中
で
認
め
合
っ
た
り
、

協
力
し
あ
っ
た
り
、
切
磋
琢
磨

す
る
と
い
う
競
争
力
で
あ
っ
た

り
、
社
会
性
や
協
調
性
、
た
く
ま
し

さ
を
育
む
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
目

標
で
あ
る
。

児
童
の
学
力
向
上
は
ど
う
な

の
か
。

学
力
だ
け
で
は
無
く
体
力
向
上

が
図
ら
れ
た
。
1
学
年
20
〜
30

人
編
成
さ
れ
、
年
齢
、
発
達
段

階
に
応
じ
た
指
導
が
可
能
と
な
っ
た
。

児
童
の
競
争
力
向
上
は
ど
う
な

の
か
。

人
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
競
争
心
が
刺
激
さ
れ
て
得

意
な
子
は
更
に
磨
き
を
か
け

る
、
苦
手
な
子
は
追
い
付
く
よ
う
に

と
意
欲
的
な
取
り
組
み
が
多
く
見
ら

れ
た
。
集
団
の
中
で
多
く
の
児
童
が

か
か
わ
り
あ
っ
て
人
に
も
ま
れ
な
が

ら
成
長
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

児
童
の
発
表
力
向
上
は
ど
う
な

の
か
。

積
極
的
に
挙
手
し
発
表
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
、
大
人
数
の
中
で

自
分
を
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

保
護
者
等
地
域
の
声
は
ど
う

か
。

新
庄
、
菅
浜
一
区
一
校
の
地
域

で
は
、
学
校
と
地
域
の
繋
が
り

が
薄
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い

た
が
、
挨
拶
、
地
域
の
祭
礼
、
子
供

会
活
動
、
校
外
学
習
で
地
域
と
の
愛

着
を
深
め
て
い
る
。

再
編
に
よ
る
行
政
と
し
て
の
経

済
効
果
は
。

小
学
校
管
理
費
は
6
3
0
0
万

円
か
ら
約
3
3
0
0
万
円
に

減
額
さ
れ
た
が
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
費
に
約
2
2
0
0
万
円
掛

か
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
差
額
分
が
管

理
費
的
な
経
済
効
果
と
な
る
。

教育政策
課長

梅津 隆久 議員

町長 問

問

教育政策
課長

教育政策
課長

教育政策
課長 問問問

土木建築
課長

問 問
土木建築

課長

教育
長

教育政策
課長

教育政策
課長問
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一 般質問、返答については質問者の

文責で掲載しています。

企
業
誘
致
の
相
乗
効
果
は

美
浜
原
発
1
・
2
号
炉
の

廃
炉
に
伴
う
将
来
の
不
安

は
否
め
な
い
。
町
も
そ
れ
に
対
応

し
て
新
た
な
企
業
誘
致
や
新
し
い

農
業
の
開
発
も
進
め
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
支
援
に
対
す
る
相
乗
効
果

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

山
上
産
業
団
地
に
2
社
、

空
い
て
い
た
松
原
工
業
団

地
に
1
社
が
進
出
さ
れ
た
。
野
菜

工
場
も
2
社
、
ま
た
農
業
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
地
元
2
社
、
つ

い
最
近
、
嶺
北
か
ら
種
苗
生
産
会

社
も
進
出
さ
れ
た
。
漁
業
の
振
興

で
も
、
熟
成
魚
の
工
場
か
ら
東
京

へ
美
浜
の
魚
介
類
も
送
っ
て
い

る
。
町
で
も
活
気
が
見
ら
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
現
実
化
し

て
き
た
。

産
業
団
地
進
出
の
企
業
も

ま
だ
1
年
少
し
の
経
過
と

7
月
に
竣
工
し
た
ば
か
り

で
現
状
の
把
握
は
難
し
い
。
農
業

関
連
の
企
業
も
来
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
本
格
操
業
に
は
至
っ
て

い
な
い
た
め
、
相
乗
効
果
の
説
明

は
出
来
な
い
が
、
産
業
振
興
の
大

き
な
弾
み
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

て
お
り
、
行
く
行
く
は
経
済
効
果

等
に
つ
い
て
も
数
値
で
表
せ
る
よ

う
に
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
企
業
の
地
元
雇
用

は
何
人
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

野
菜
工
場
2
社
で
16
名
、
誘

致
企
業
が
15
名
、
増
設
工
場

で
は
6
名
を
新
た
に
採
用
し

て
い
る
。
他
の
誘
致
企
業
2
社
は

将
来
的
に
30
名
と
12
名
の
雇
用
を

計
画
し
て
い
る
。
地
元
の
農
業
関

連
で
も
新
た
な
雇
用
が
発
生
し
て

い
る
。

ふ
る
さ
と
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
交
換
状
況
は

「
美
し
美
浜
の
ふ
る
さ
と
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
」
は
、
原

動
機
付
自
転
車
と
農
耕
車
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
考

案
し
、
町
民
か
ら
も
選
考
し
て
も

ら
い
4
種
類
作
成
し
た
。
地
域
の

愛
着
と
動
く
広
告
塔
と
い
う
考
え

で
無
料
交
換
が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
交
換
の
状
況
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。原

動
機
付
自
転
車
は
登
録
台

数
3
9
6
台
中
64
台
、
農

耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
は
4
6
9
台
中
27
台
で
、
全

体
で
は
10
・
5
%
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
口
コ
ミ
も
含
め
普
及
啓
発
を

展
開
し
て
い
る
。

町
の
1
年
間
の
婚
姻
数
と
出
生

数
は

現
在
の
美
浜
町
の
年
間
の
婚

姻
と
出
生
の
数
は
、
過
去
と

比
べ
る
と
ど
の
位
に
な
る
の
か
。

平
成
29
年
度
に
お
い
て
は

1
3
7
件
で
、
50
年
前
は

2
9
1
件
で
1
5
4
件
の

減
少
、
ま
た
、
出
生
届
は
1
0
8

件
で
50
年
前
は
2
9
7
件
あ
り
、

1
8
9
件
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
減
少
に
は
若
者
の
定
住

化
や
優
秀
な
人
の
Ⅰ
・
U

タ
ー
ン
の
展
開
、
大
人
よ
り
も
子

ど
も
へ
の
警
鐘
で
あ
っ
て
も
良
い

の
で
は
と
考
え
る
。

辻井 雅之 議員

町長

美浜創生
戦略課長

美浜創生
戦略課長

問

問

住民環境
課長 問

問

税務
課長

意見

郵便配達車のプレート

エア・ウォーター防災㈱が進出
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【
場
所
】
佐
田
公
民
館
（
参
加
者
8

名
）

◎
参
加
者
か
ら
の
主
な
質
問
と
回
答

問

大
き
な
施
設
を
2
つ
も
造
る
の
は
危
険

だ
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
ふ
と
こ
ろ
に

負
担
を
か
け
る
事
業
は
大
き
な
悔
い
を
残
す

と
考
え
ま
す
。

答

健
康
楽
膳
拠
点
施
設
の
建
設
・
予
算

は
議
会
で
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

慎
重
な
意
見
や
心
配
の
声
も
多
く
あ
り
ま

す
。
今
後
の
行
政
の
取
り
組
み
を
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ネ
ッ
ト
の
時
代
に
な
り
、
S
N
S
の
発
信
に

は
非
常
に
大
き
な
反
応
が
あ
り
ま
す
。
お
客

を
呼
び
寄
せ
る
た
め
に
は
、
発
信
力
が
大
切

な
時
代
な
の
で
、
積
極
的
な
情
報
発
信
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
道
の
駅
に
つ
い
て

は
、
地
域
づ
く
り
拠
点
化
整
備
特
別
委
員
会

を
つ
く
り
議
論
し
て
い
ま
す
。

問

健
康
楽
膳
拠
点
施
設
は
、
国
体
の
時
期

は
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
冬
は
人
通
り

が
極
め
て
少
な
い
場
所
な
の
で
問
題
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

答

確
か
に
道
か
ら
施
設
が
見
え
ま
せ
ん

し
、
看
板
を
設
置
し
て
も
わ
か
り
に

く
い
場
所
な
の
で
、
知
恵
を
絞
っ
て
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

周
知
が
不
十
分
で
す
が
、
町
は
県
の
事
業
に

竹波原子力防災センター（１班）

【
場
所
】
竹
波
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

（
参
加
者
21

名
）

◎
参
加
者
か
ら
の
主
な
質
問
と
回
答

問

道
の
駅
の
立
ち
退
き
交
渉
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

答

用
地
買
収
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
よ

り
交
渉
に
入
る
予
定
で
す
。
本
年
度

に
国
と
町
が
整
備
す
る
部
分
の
線
引
き
を
行

い
、
そ
の
後
、
国
と
町
の
そ
れ
ぞ
れ
で
用
地

買
収
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問

事
業
予
算
と
し
て
は
ど
の
程
度
で
す

か
。

答

今
の
と
こ
ろ
明
確
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
国
と
町
で
協
議
し
事
業
規
模

を
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
資
金
の
調

達
は
、
公
民
連
携
事
業
に
よ
り
国
が
40 

％
補

助
し
て
く
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問

町
と
し
て
の
持
ち
出
し
は
無
い
の
で

す
か
。
ま
た
、
赤
字
経
営
に
な
ら
な

い
か
が
非
常
に
心
配
で
す
。

答

民
間
企
業
か
ら
の
経
営
や
ア
イ
デ
ア

等
の
提
案
を
取
り
入
れ
、
施
設
の
設

計
、
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営
に
活
用
す
る

こ
と
で
町
の
財
政
負
担
が
で
き
る
だ
け
発
生

し
な
い
よ
う
な
手
用
を
導
入
し
、
良
質
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
と
し
て
も
、
地
域
づ
く
り
拠
点

化
整
備
特
別
委
員
会
を
作
り
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
梅
津
記
）

「
健
康
楽
膳
施
設
こ
る
ぱ
」
と
は

「
子
供
達
や
大
人
が
、
農
・
食
・
健
康
を

体
感
・
楽
し
め
る
拠
点
」
と
し
て
県
が
整
備

し
て
い
る
園
芸
研
究
セ
ン
タ
ー
内
に
、
町
が

新
設
し
た
地
場
産
品
主
体
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と

直
売
場
を
一
体
化
し
た
施
設
で
す
。
国
体
期

間
中
の
賑
わ
い
を
目
的
に
9
月
22
日
に
プ
レ

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
来
年
春
に
正
式
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

「
地
域
づ
く
り
拠
点
化
施
設

≒

道
の
駅
」と
は

「
人
々
が
集
い
・
育
み
・
美
し
美
浜
を
体
感

で
き
る
交
流
拠
点
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
美

浜
駅
近
傍
に
整
備
さ
れ
る
施
設
で
す
。
道
の

駅
の
基
本
機
能
に
加
え
、
防
災
機
能
や
J
R

域づくり拠点化施設≒道の駅」）の計画について、

に、7月25日に町内3カ所で開催しました。

地
域
づ
く
り
拠
点
化
施
設

≒

道
の
駅

事
業
予
算
は
？

地
場
産
野
菜
な
ど

供
給
能
力
は
あ
る
の
か
？

う 会 を 開 催

議会と

語ろう会

1班

議会と

語ろう会

2班

東
地
区
１

丹
生
・
竹
波
・
菅
浜

北
田
・
け
や
き
台

東
地
区
２

佐
田
・
山
上

太
田
・
坂
尻
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【
場
所
】
は
あ
と
ぴ
あ
（
参
加
者
23

名
）

◎
園
芸
拠
点
施
設
に
つ
い
て

問

美
浜
園
芸
拠
点
施
設
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

指
定
管
理
者
扱
い
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

現
在
手
を
挙
げ
て
い
る
業
者
や
問
い
合
わ
せ

は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
は
来
年
の
春
頃

で
、
県
の
園
芸
ラ
ボ
等
の
建
物
の
完

成
と
同
時
に
行
い
ま
す
。
国
体
に
合
わ
せ
た

プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
中
は
㈱
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ

イ
ン
が
運
営
し
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン はあとぴあ（３班）

佐田公民館（2 班）

協
力
し
て
コ
ン
セ
プ
ト
・
テ
ー
マ
の
「
楽
膳
」

と
薬
草
の
栽
培
を
「
げ
ん
げ
ん
運
動
」
の
中
で

も
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

問

道
の
駅
と
健
康
楽
膳
施
設
の
双
方
で
、

地
場
産
野
菜
な
ど
の
供
給
が
必
要
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
美
浜
町
に
そ
の
能
力
が

あ
る
の
で
す
か
?

答

農
産
物
の
供
給
に
つ
い
て
は
、
議
会

と
行
政
と
で
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

行
政
は
出
来
る
だ
け
地
場
産
で
や
る
と
言
っ

て
い
ま
す
。
農
林
水
産
課
、
商
工
観
光
課
な

ど
が
連
携
し
て
や
る
と
い
う
意
気
込
み
を
聞

き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
頑
張
り
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

地
場
産
の
農
産
物
の
供
給
が
う
ま
く
い
っ
て

い
る
所
は
、
そ
の
町
の
生
産
者
が
作
付
け
計

画
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
美
浜

も
早
く
そ
う
い
う
姿
に
な
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　

（
河
本
記
）

後
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
指
定
管
理
者
を
選

定
し
て
い
き
ま
す
。

問

こ
の
施
設
の
運
営
に
は
、
年
々
の
評
価

や
事
前
の
調
査
も
必
要
で
す
。
町
の
負

担
は
い
く
ら
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答

年
間
の
利
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
行

い
、
概
算
の
収
支
は
計
算
し
て
あ
り
ま

す
が
、
実
際
の
利
用
者
が
そ
の
と
お
り
の
数
字

と
な
る
の
か
が
問
題
で
す
。
施
設
の
設
計
を
含

め
た
建
設
費
は
約
1
億
4
4
0
0
万
円
で
、
そ

の
半
分
は
国
の
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
補
助
、

約
7
2
0
0
万
円
は
、
町
費
で
賄
い
ま
す
。

◎
ス
マ
ー
ト
・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
に
つ
い
て

問

ス
マ
ー
ト
・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に

あ
る
子
育
て
交
流
や
イ
ベ
ン
ト
広

場
、
防
災
機
能
の
管
理
は
誰
が
行
う
の
で

し
ょ
う
か
。　

答
「
道
の
駅
」
の
販
売
収
益
施
設
と
合
わ

せ
て
、
施
設
全
体
の
管
理
に
つ
い
て
も

指
定
管
理
者
と
協
定
を
締
結
す
る
予
定
で
す
。

問

小
浜
線
の
美
浜
駅
を
含
ん
で
の
位
置
設

定
に
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設

の
成
長
に
は
業
者
任
せ
で
は
な
く
継
続
し
た

町
の
支
援
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答

4
年
後
の
新
幹
線
敦
賀
駅
延
伸
を
見

据
え
、
小
浜
線
利
活
用
の
構
想
を
議

会
と
し
て
提
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
場
所
は
町
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
も

の
で
、
駅
の
利
用
客
や
観
光
・
産
業
・
人
口

交
流
の
拠
点
施
設
を
目
指
し
ま
す
。
議
会
と

し
て
も
「
地
域
づ
く
り
拠
点
化
整
備
特
別
委

員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
注
視
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。　
　
　
　
　

（
辻
井
記
）

美
し
美
浜
を
体
感

え
、

を
含
め
た
交
通
連
携
機
能
を
兼
備
し
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
活
用
す
る
計
画
で
、
平

成
33
年
度
中
に
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。

（
髙
橋
記
）

『美浜の集客施設（「健康楽膳施設こるぱ」と「地

住民のご意見をお聞きする。』をメインテーマ

新
し
い
施
設
に
は
慎
重
を
重
ね
て

第
2

回
議
会
と
語
ろ
う
会
は
11

月
17

日
㈯

午
後
7
時
30
分
か
ら
開
催
し
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】
空
家
対
策
に
つ
い
て

【
対
象
地
区
】

●
耳
地
区
（
河
原
市
・
南
市
・
和
田
・
木
野
・
佐
柿
・

麻
生
・
中
寺
・
宮
代
・
小
倉
・
栄
）

●
南
地
区
（
気
山
・
大
藪
・
金
山
・
久
保
・
郷
市
・

松
原
・
久
々
子
）

●
北
地
区
（
早
瀬
・
笹
田
・
日
向
）

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

議 会 と 語 ろ

議会と

語ろう会

3班

耳
地
区
１

新
庄
・
雲
谷
・
野
口

佐
野
・
上
野
・
興
道
寺

寄
戸
・
安
江
・
五
十
谷
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◎
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」
国
体
ボ
ー
ト

競
技
が
久
々
子
湖
漕
艇
場
で
開
催
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
1
日
2
千
名
の
来
場
者
が
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
美
浜

町
総
合
運
動

公
園
周
辺
の

整
備
が
進
め

ら
れ
て
き
ま

し
た
。
特
に
、

3
0
0

名
が

座
れ
る
観
覧

席
が
設
け
ら

れ

た

ほ

か
、

7
8
0
m
に
お
い
て
湖
岸
道
路
を
改
修
、

L
E
D
電
灯
が
63
基
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

国
体
終
了
後
も
各
種
大
会
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
と
し
て
大
い
に
利
用
が
図
ら
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

◎
次
に
、
久
々
子
湖
近
く
の
県
園
芸
研
究

セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
整
備
さ
れ
た
、
レ
ス

ト
ラ
ン
と
直
売
所
が
一
体
と
な
っ
た
健
康

楽
膳
拠
点
施
設
「
こ
る
ぱ
」
に
つ
い
て
、

22
日
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
前
に
視
察
し

ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
木
造
平
屋
建

て
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
町
の
「
食

に
よ
る
健
康
づ
く
り
」
事
業
の
一
環
と

去
る
9
月
19
日
、
全
員
協
議
会
が
行
わ

れ
、
理
事
者
側
よ
り
2
件
の
案
件
が
提
出

さ
れ
協
議
し
ま
し
た
。

①
美
浜
町
教
育
委
員
会
よ
り
自
己
点
検
評

価
報
告
書
に
つ
い
て

議
員
か
ら
は
「
評
価
は
町
民
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
て
い
る
の
か
」「
学
識
経
験
者
の
2

名
の
方
々
は
公
表
で
き
な
い
の
か
」
等
の

住
民
自
治
の
根
幹
と
は

去
る
8
月
23
日
、
午
後
1
時
30
分
よ

り
、
福
井
県
自
治
会
館
に
て
、
県
内
町
議

会
議
員
講
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
山
梨

学
院
大
学
法
学
部
教
授
、
江
藤
俊
明
氏
を

お
招
き
し
、「
住
民
自
治
の
根
幹
と
し
て

の
議
会
を
作
動
さ
せ
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

主
に
、

①
地
方
議
会
の
最
近
の
動
向

②
住
民
自
治
の
根
幹
と
し
て
、
議
会
の
条
件

全

員

協

議

会

町
村
議
員
研
修
会

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
5
年

間
に
講
ず
べ
き
教
育
に
係
る
重
点
施
策
を

示
し
た
『
美
浜
町
教
育
大
綱
』
の
説
明
も

あ
り
ま
し
た
。

②
庁
舎
空
調
設
備
等
改
修
工
事
に
つ
い
て

総
務
課
長
よ
り
、
現
在
の
庁
舎
設
備
に

つ
い
て
「
補
助
事
業
を
模
索
し
、
且
つ
コ

ス
ト
削
減
を
目
指
し
た
い
」「
限
ら
れ
た
工

事
可
能
期
間
の
中
で
、
効
率
良
く
改
修
工

事
を
行
い
た
い
」
等
の
状
況
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

議
員
か
ら
は
「
C
O
2
削
減
に
役
立
つ

の
か
」
等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

（
仲
嶌
記
）

③
議
員
の
な
り
手
不
足
の
問
題

に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
①
で

は
、
議
会
と
住
民
の
よ
り
良
き
関
係
と
、

地
方
自
治
の
原
則
に
由
来
し
た
、
あ
る

べ
き
姿
の
追
及
。
②
で
は
、
年
間
を
通
し

て
、
行
政
︱
議
会
︱
住
民
の
関
係
を
密

に
し
、
予
算
・
決
算
の
審
査
に
生
か
す

等
々
。
③
で
は
、
な
り
手
不
足
と
そ
の
解

消
の
方
向
や
課

題
に
つ
い
て
、

詳
し
く
学
び
ま

し
た
。
（
寺
田
記
）

し
て
、
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
を
取
り
入
れ
、

旬
の
地
場
野
菜
や
へ
し
こ
、
パ
ス
タ
、

肉
料
理
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
湖
畔

の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
食
事
が
出
来
る

施
設
と
し
て
、
美
浜
の
に
ぎ
わ
い
創
出

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
最
後
に
、
佐
野
地
係
の
㈱
苗
屋
美
浜
農

場
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
で
は
、

接
ぎ
木
室
、
育

苗
準
備
室
、
育

苗
ハ
ウ
ス
を
活

用
し
、
タ
マ
ネ

ギ
苗
、
菊
苗
、

栽
培
生
産
を
は

じ
め
て
い
ま

す
。  

（
北
村
記
） 

健康楽膳拠点施設「こるぱ」の食堂

300 名が座れる観覧席

㈱苗屋美浜農場（佐野）

今
ま
で
以
上
に
、
よ
り
良
い
教
育
を

目
指
し
て

現

地

視

察
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【 

首
長
と
競
争
す
る
議
会 

】
シ
リ
ー
ズ
⑩

知

得

つ

議

会

8
月
19
日
の
「
第
31
回
つ
ば
た
レ
ガ
ッ

タ
」
、
9
月
15
日
〜
16
日
の
「
第
27
回
全

国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
大
津
大
会
」

で
は
、
決
勝
に
勝
ち
上
が
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
さ
ら
に
今
年
の
「
敦
賀
港
カ
ッ

タ
ー
レ
ー
ス
」
も
ま
た
惨
敗
で
し
た
。

４
年
毎
に
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
る
こ
と

と
、
一
年
一
年
歳
を
取
っ
て
い
く
こ
と

は
仕
方
が
な
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
今
後
も
お
互
い
の
市
町
の

交
流
を
主
に
、
成
績
は
出
た
と
こ
勝
負

と
い
う
こ
と
で
続
け
て
い
き

た
い
と
、
み
ん
な
勇
ん

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

福
井
し
あ
わ
せ
元

気
国
体
の
ボ
ー
ト

競
技
天
皇
杯
皇
后

杯
制
覇
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
山
口
記
）

第27回全国市町村交流レガッタの表彰式 第31回つばたレガッタ（三方五湖クルー）

住
民
と
協
働
す
る
議
会

議
会
は
、
行
政
の
監
視
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
政
策
立
案
機
能
も
担
い
ま
す
。
独

任
制
で
あ
る
首
長
と
、
合
議
制
で
あ
る
議
会
が
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
自
治
体
経
営
を

担
う
と
い
う
二
元
代
表
制
（
機
関
競
争
主
義
）
の
展
開
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
議

会
側
か
ら
政
策
提
案
す
る
こ
と
や
政
策
条
例
の
議
員
提
案
を
積
極
的
に
進
め
た
り
、

地
域
経
営
の
方
向
を
議
会
と
し
て
議
決
し
執
行
機
関
に
提
案
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

（
議
会
広
報
特
別
委
員
会
）

第
31
回
つ
ば
た
レ
ガ
ッ
タ
・

第
27
回
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ

議
会
ク
ル
ー
は
惜
し
く
も

ど
の
レ
ガ
ッ
タ
に
も
入
賞
な
ら
ず

（＾－＾；
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N
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は
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会
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よ
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発
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会
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会
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郡
美

浜
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郷
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2
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今
回
は
、
町
民
の
皆
様
と
の
重
要

な
活
動
「
議
会
と
語
ろ
う
会
」
の
記

事
を
２
面
に
わ
た
り
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
方
の
貴

重
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を
、
今
後

の
議
会
活
動
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
議
会
に
と
っ
て
の
有

意
義
な
活
動
と
し
て
、
今
後
も
「
議

会
と
語
ろ
う
会
」
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

近
年
の
異
常
気
象
は
日
本
全
国
に

甚
大
な
被
害
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ま
わ
り
で
も
い
つ
発
生

す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
常
に
危

険
予
知
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
竹
仲
記
）

美
浜
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

【
委
員
長
】
　
辻
井
　
雅
之

【
副
委
員
長

】
　
寺
田
　
順
一

【
委
　
員
】 

竹
仲
　
良
廣
・
兵
庫
　
賢
一

 

山
口
　
和
治
・
﨑
元
　
良
栄

 
髙
橋
　
　
修

み
は
ま
議
会
だ
よ
り

美浜町・石門区姉妹都市

提 携 3 0 周 年 記 念 事 業

美浜町と台湾新北市石門区は、昭和63年8月に姉妹都市提携を結んでおり、今年

8月に提携30年を迎えました。これまでの中学校間のホームステイ事業を軸とした

30年に及ぶ交流により築かれた信頼関係をより強固にするため、8月4日に、30周

年記念式典・祝賀会が石門区役所で開催されました。

当
日
は
、
町
長
を
は
じ

め
議
会
議
員
や
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
中
学
校
生
徒
、

今
回
一
般
募
集
に
応
募
さ

れ
た
方
等
1
0
1
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

議
会
は
、
石
門
区
長
・
関

係
職
員
・
新
北
市
議
会
議

員
・
石
門
里
長
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
・
観
光
振
興
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
つ
い
て
は
、
国
を
超
え

て
の
活
発
な
話
し
合
い
が

で
き
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
後
は
記
念
式

典
・
記
念
植
樹
に
出
席
し
、

石
門
区
か
ら
の
熱
烈
な
歓

迎
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
石
門
中
学
校
体
育
館

に
て
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で

は
、
両
町
区
の
催
し
物
が

行
わ
れ
、
会
場
は
終
始
温

か
い
空
気
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

今
後
も
、
文
化
的
、
経

済
的
に
関
係
の
深
い
石
門

区
と
美
浜
町
と
の
関
係
が
、

大
き
く
発
展
す
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。　
　

  

（
藤
本
記
）議長から石門区長に記念品の贈呈

石門区との意見交換会


